
学校番号 1204 

令和３年度 商業科 

 

教科 商業 科目 電子商取引 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 商業３３２「電子商取引」 （東京法令出版） 

副教材等 
令和３年度版全商ビジネス文書実務検定模擬試験問題集３級 （実教出版） 

令和３年度版全商ビジネス文書実務検定模擬試験問題集２級 （実教出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・電子商取引の実施に必要な「コンテンツの制作」「ウェブページの制作」「ウェブページの公開」

「法律の遵守や代金決済方法」について学びます。 

・電子商取引に対する知識や技術を身に付けるために、課題意識を持って積極的に授業に参加しま 

 しょう。 

・現在の日本における商取引の電子化は増加傾向にあり、電子商取引市場に関心を持つことが大切 

 です。 

・タッチタイピングを習得し、能率的にウェブページの制作ができるようにしましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

情報通信ネットワークを活用した商取引の意義を理解させるとともに、それを行うための知識と技

術を習得します。また、利用者の立場に立ったシステムを構築するため、コンピュータを効果的に

活用する能力と態度が育まれることを目標とします。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

ビジネスにおける電

子商取引の必要性に

気づき、商取引に情報

通信技術を活用しよ

うとする意欲を持っ

て、電子商取引システ

ムの構築に必要な知

識や技能を積極的に

学ぼうとしている。 

電子商取引システム

を構築するために、目

的に応じた機器やソ

フトウェアを選択し

て利用したり、顧客の

立場に立ったデザイ

ンに加工する工夫を

行うとともに、分かり

やすい情報発信がで

きる。 

図形や静止画、動画、

音声などのコンテン

ツを利用した情報発

信に必要な機器やソ

フトウェアの利用お

よび、ウェブページ

の作成技法を身につ

けるとともに、これ

らを活用して電子商

取引システムを作成

できる。 

ビジネスにおける電

子商取引の意義や役

割を理解するととも

に、ウェブページを

用いて情報を効果的

に伝えるための基礎

知識や分析、企画・

立案、制作、公開の

手法を身につけてい

る。 

評
価
方
法 

実習の観察 定期考査 

課題提出 

 

定期考査 

課題提出 

実習の観察 

定期考査 

課題提出 

実習の観察 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 情
報
通
信
技
術
の
進
歩
と
ビ
ジ
ネ
ス 

・ビジネスの変化 

・情報通信ネットワークの活用 

 と課題 

○  

○ 

 

○ 

○ a:情報通信ネットワークの活 

 用によるビジネス形態の変 

 化に関心を持ち、身近な具体 

 例でそれらの特徴を理解し 

 ようとしている。 

b:メールによる広告とウェブ 

 ページによる広告の特徴や 

 注意点を理解し、その内容を 

 具体的に表現することがで 

 きる。 

c:Word を利用して、ブライン 

 ドタッチや表の挿入、図形の 

 編集などができる。 

d:通信技術の進歩に伴い、広 

 告・広報活動の内容やしくみ 

 が変化してきていることに 

 ついて説明することができ 

 る。 

実習の観察 

１ コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作 

・コンテンツのディジタル化と 

 ファイル形式 

・コンテンツの準備 

・情報の統合 

○ 

 

 

○  

 

○ 

 

 

 

○ 

a:顧客の立場に立って情報発 

 信することの重要性に気づ 

 き、そのための知識・技術を 

 身につけようとする意欲を 

 持った。 

b:各ソフトウェアの持つ表現 

 技法を適切に活用し、目的に 

 応じて効果的に表現するた 

 めの創意工夫を行った。 

c:ソフトウェアを利用して図 

 形、静止画、動画、音声など 

 の補正、画像効果、トリミン 

 グなどの編集ができる。 

d:図形やイラストなどの効果 

 的な利用方法について、説明 

 することができる。 

実習の観察 

定期考査 

課題提出 



２ ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
と
広
告
・広
報 

・ウェブページ制作の手順 

・デザインの基礎 

・ウェブページ制作の基礎 

・ウェブページにおけるプログ 

 ラミング 

・ウェブページにおけるアンケ

ート調査 

・ウェブページにおけるデータ

ベースとの連携 

○ 

 

 

 

 

○ 

  

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

a: ウェブページの制作に関心 

 を持ち、ソフトウェアの特色 

 を生かした実習に積極的に 

 取り組み、知識・技術を身に 

 つけようとした。 

b:ウェブデザインにおいて、顧 

 客の立場に立ったコンセプ 

 トを自ら考え、それをウェブ 

 ページに表現をしようと工 

 夫することができる。 

c:画像や HTML タグ、ハイパー 

 リンク、スタイルシート

（CSS）を利用した基礎的なウ 

 ェブページを作成すること 

 ができる。 

d:ウェブページを制作し、公開 

 するまでの基本的な手順を 

 理解している。 

実習の観察 

課題提出 

２ ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
公
開 

・ネットワーク機器の種類と機 

 能 

・ハードウェアとソフトウェアの 

 導入 

・ウェブページの公開 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

a:公開するために必要な機器 

 やソフトウェアに関心を持 

 つとともに、これらを利用し 

 た実習に意欲的に取り組ん 

 だ。 

b:コンピュータの構成や特徴、 

 ハードウェアの仕組みなど 

 について思考を深め、目的に 

 応じた選択を行うことがで 

 きる。 

c:ハードウェア、ソフトウェア 

 の種類とその仕組みから、目 

 的に応じて組み合わせ、適切 

 にネットワークを構築でき 

 る。 

d:ソフトウェアに関する知識 

 ・技術を身につけ、その役 

 割や機能について説明でき 

 る。 

実習の観察 

定期考査 

課題提出 



３ 電
子
商
取
引
と
ビ
ジ
ネ
ス 

・電子商取引のしくみ 

・企業間取引と企業・消費者 

 間取引 

・電子決済のしくみと方法 

・電子商取引システムの作成 

○ 

○ 

 

○ 

 

  

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

a:電子商取引システムの構築 

 に関心を持ち、その手順や作 

 成の方法を積極的に学ぼう 

 とした。 

b:システムの特徴を理解し、適 

 切なソフトウェアを判断す 

 ることができる。 

c:目的に応じた電子商取引シ 

 ステムを構築できる。 

d:電子商取引の意義や市場規 

 模、実店舗との違いなどにつ 

 いて説明できる。 

実習の観察 

定期考査 

課題提出 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単 

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について 

○を付けている。 

 

 


